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	2022 IEEE東京支部LMAG総会資料_活動報告_計画案_final-v3
	東京支部の総会と同日（3月10日）に、支部総会に先立って開催する（例年通り）。開催形式は昨年同様 オンライン会議。
	2．役員人事
	・公示：役員選出の手順と共に新役員候補者を2022年8月31日までに公示する。
	・候補者の追加締め切り：9月30日まで追加指名を受付ける（会員の2％相当以上の署名を要す）。
	・投票用紙の送付（必要な場合）：10月31日までに投票用紙を会員に送付する。
	・投票：11月 30日までに投票を行い、その結果に基づいて新役員を決定する。
	ただし、候補者の追加指名が無かった場合は、公示した新役員候補者が信任されたものとして投票を省略し、公示した候補者を新役員として決定する。
	3．講演会、見学会等の開催
	(1) LMAG主催および東京支部との共催による講演会を4回以上開催する。
	(2) 昨年度より延期されていたLMAG主催の企業等見学会（見学先、見学時期未定：KDDI八俣送信所、ANA飛行機整備工場、JAXA・宇宙科学研究所など）およびマイルストーンに因む見学会（鉄道総合技術研究所など：予定）を開催する。
	・LMAG-Tokyo Newsletter」を年3回以上発行し、電子メール添付にてLMAGメンバーに配信すると共に、Webに掲載する。
	・昨年に引き続き、東京支部LMAGのHome Pageの内容改善を図っていく。
	・R10のNewsletter “IEEE R10 Connect”に機会あるごとに投稿する。
	6．その他
	・年初に、新Life Member 宛てに東京支部チェアとLMAG チェアの連名による昇格祝いメッセージを電子メールにより送付する（1月17日に送付済）。
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